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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 8日 (2005.2.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 力 素 子 と 、
　 前 記 電 力 素 子 を 過 電 流 か ら 保 護 す る 過 電 流 保 護 回 路 と 、
　 前 記 電 力 素 子 を 過 熱 か ら 保 護 す る 過 熱 保 護 回 路 と を 具 備 し 、
　 前 記 過 熱 保 護 回 路 は 、 前 記 過 電 流 保 護 回 路 か ら の 過 電 流 検 出 信 号 を 利 用 し て 、 そ の 応 答
時 間 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 過 熱 保 護 回 路 の 応 答 時 間 は 、 こ の 過 熱 保 護 回 路 が 働 き だ す 設 定 温 度 を 変 化 さ せ る こ
と で 、 変 更 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 過 熱 保 護 回 路 が 働 き だ す 設 定 温 度 は 、 第 １ の 設 定 温 度 と 、 こ の 第 １ の 設 定 温 度 よ り
も 低 い 第 ２ の 設 定 温 度 と の 少 な く と も ２ つ が あ り 、
　 前 記 過 熱 保 護 回 路 は 、 温 度 が 第 １ の 設 定 温 度 に 達 し た と き 、 あ る い は 温 度 が 前 記 第 ２ の



設 定 温 度 に 達 し 、 か つ 前 記 過 電 流 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た と き に 働 き だ す こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 過 熱 保 護 回 路 は 、
　 第 １ の 設 定 温 度 を 検 出 す る と と も に 、 温 度 が こ の 第 １ の 設 定 温 度 に 達 し た と き に 働 き 出
す 第 １ の 検 出 部 と 、
　 前 記 第 １ の 設 定 温 度 よ り も 低 い 第 ２ の 設 定 温 度 を 検 出 す る と と も に 、 温 度 が こ の 第 ２ の
設 定 温 度 に 達 し 、 か つ 前 記 過 電 流 検 出 信 号 が 入 力 さ れ た と き に 働 き だ す 第 ２ の 検 出 部 と の
少 な く と も ２ つ の 検 出 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 設 定 温 度 は 、 前 記 電 力 素 子 の 動 作 範 囲 が 、 応 答 時 間 変 更 後 の 安 全 動 作 領 域 の
範 囲 内 と な る よ う に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 及 び 請 求 項 ４ い ず れ か に 記 載 の
半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 過 電 流 保 護 回 路 は 、 前 記 電 力 素 子 に 流 れ る 電 流 の 制 限 値 と 、 こ の 制 限 値 よ り も 低 い
検 出 値 と を 少 な く と も 検 出 し 、 前 記 電 力 素 子 に 流 れ る 電 流 が 前 記 検 出 値 に 達 し た と き 、 前
記 過 電 流 検 出 信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ い ず れ か 一 項 に 記 載
の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 検 出 値 は 、 前 記 制 限 値 よ り も 低 く 、 か つ 前 記 電 力 素 子 の 動 作 範 囲 が 、 応 答 時 間 変 更
前 の 安 全 動 作 領 域 の 範 囲 外 と な る 電 流 値 の 最 低 レ ベ ル に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ６ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
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